
 

 

令和３年３月 17 日 

国土政策局総合計画課 

全国の「関係人口」は1,800万人超！ 
～「地域との関わりについてのアンケート」調査結果の公表～ 

 

 

 

 

 

調査結果の概要 

（１）関係人口（訪問系）は、全国を大規模に流動 

三大都市圏※１居住者の18.4％（約861万人）、その他地域居住者の16.3％（約966万人）を占める関

係人口は、三大都市圏からその他地域（地方部）に約448万人、その他地域から三大都市圏に約297万

人訪問していると推計されるなど、関係人口（訪問系）の大規模な流動が確認されました。 

【資料１_P13】 

（２）関係人口の来訪が多い地域は、三大都市圏からの移住も多い 

地域を訪れている関係人口の人数（市町村人口１万人当たり）と三大都市圏※２からの転入超過回数を対

比すると、関係人口の人数が多い市町村ほど、三大都市圏からの転入超過回数も多いことが確認できまし

た。そのような地域では、外部の人を受け入れる環境が整っていると考えられます。 

  【資料１_P21】 

（３）関係人口（訪問系）直接寄与型の地域への関わり方が多様であると判明 

関係人口（訪問系）直接寄与型（地域において、産業の創出、ボランティア活動、まちおこしの企画等

に参画する人）は、三大都市圏居住者の 6.4％（約 301 万人）、その他地域居住者の5.5％（約 327 万人）

存在しており、地域においては、地域づくりへの主体的な参画のほか、イベントなど地域交流への参加、

趣味・消費活動などを含め、様々な関わり方をしています。また、農山漁村部に関わる直接寄与型は、関

わり先の自然環境に魅力を感じており、移住希望が強いことが判明しました。 

 【資料１_P11、12、23、24、25、26】 

※調査結果「資料１」及び「資料２（補足資料）」につきましては、以下のURLをご参照ください。 

（https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000110.html） 

（参考）調査の概要 

○対象者：18歳以上の全国に居住する人（有効回答数：148,831人) 

○調査方法：インターネットアンケート（調査実施時期：令和２年９月） 

 ※１ 調査区分については、【資料２_P80、81】を参照ください。 

 ※２ インターネットアンケート調査における調査区分とは定義が異なるため、【資料１_P20】を参照ください。 

【問合せ先】 

国土交通省 国土政策局 総合計画課 小田桐、田中（康）、袴田、桑原 

電話：03-5253-8111（内線 29-325、29-328）直通：03-5253-8365 FAX：03-5253-1570 

国土交通省では、移住や観光でもなく、単なる帰省でもない、日常生活圏や通勤圏以外の特定

の地域と継続的かつ多様な関わりを持つ｢関係人口｣について、実態把握調査を実施しました。 

その結果、全国の18歳以上の居住者(約10,615万人)のうち、約２割弱(約1,827万人：推計

値)が特定の地域を訪問している関係人口（訪問系）であり、全国を大規模に流動していること

が判明しました。 

 



三大都市圏とその他地域間の関係人口（訪問系）の流動

その他地域

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施）、人数ベース
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○ 地方部（その他地域）から三大都市圏
への流動よりも、三大都市圏から地方部
（その他地域）への流動の方が大きい。
○ 同一圏内に関わる関係人口及び三大都
市圏から地方部（その他地域）に関わる関
係人口については、直接寄与型の割合が大
きくなっている。

関係人口（訪問系）の対流の状況
ー 関係人口（訪問系）の流動（人数ベース） ー

【新型コロナウイルス感染症拡大直前】

全国の関係人口（訪問系）は約1,827万人と推計



（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施）、訪問地域数ベース
総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告（H24～H31）」

○ 人口1万人当たりの関係人口（訪問系）が多い市区町村は、三大都市圏からの転入超過回数も多いことを確認。
○ 関係人口（訪問系）の来訪が多い地域では、三大都市圏からの移住者が多いことから、そのような地域では、外部
の人を受け入れる環境が整っていると考えられる。

人口１万人当たりの関係人口（訪問系）の人数と三大都市圏からの転入超過回数

関係人口（訪問系）と移住の関係
ー 関係人口（訪問系）と三大都市圏からの転入超過回数 ー
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○ 三大都市圏の18歳以上の居住者（約4,678万人）のうち、約18％（約861万人）が関係人口として、日常生活圏、
通勤圏等以外の特定の地域を訪問している。【新型コロナウイルス感染症拡大直前】

三大都市圏居住者の日常生活圏、通勤圏以外の地域との関わりの状況

関
係
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口
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問
系
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三大都市圏における関係人口の存在

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和2年9月実施）、三大都市圏居住者（人数ベース）

〇三大都市圏に居住する約7.5万人に対してインターネットアン
ケートを実施（18歳以上の男女、74,579人が有効回答）
〇調査対象地域の18歳以上の人口（約4,678万人）に基づ
き、男女比率及び年齢構成（4年齢区分）を踏まえて母集団
拡大推計を実施

【関係人口（訪問系）】
日常生活圏、通勤圏、業務上の支社・営業所訪問等以外

に定期的・継続的に関わりがある地域があり、かつ、訪問してい
る人（単なる帰省などの地縁・血縁的な訪問者を除く）
＜大分類＞地域における過ごし方に応じて分類
【直接寄与型】
産業の創出、商店街の空き店舗有効活用の活動、朝市・マ

ルシェへの出店活動、ボランティア、地域資源・まちなみの保全
活動、まちおこし・むらおこしにつながるようなプロジェクトの企画・
運営、又は協力・支援等
【就労型（現地就労）】
地元の企業・事業所での労働（地域における副業）、農林

漁業への就業、農林漁業者へのサポート（援農等）
【就労型（テレワーク）】
本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）、訪

問地域外の業務や仕事（テレワーク/副業など）
【参加・交流型】
地域の人との交流やイベント、体験プログラム等に参加

【趣味・消費型】
地縁・血縁先以外で、地域での飲食や趣味活動等を実施

（他の活動をしていない）
【関係人口（非訪問系）】
ふるさと納税、クラウドファンディング、地場産品等購入、特定

の地域の仕事の請け負い、情報発信、オンライン活用

推計の概要

用語の定義

※ 四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある

関係人口（非訪問系）
約123万人、約2.6% 直接寄与型 約301万人、約6.4%

就労型（現地就労） 約49万人、約1.0%

参加・交流型 約189万人、約4.0%

就労型（テレワーク）
約88万人、約1.9%
趣味・消費型
約233万人、約5.0%

地縁・血縁先の訪問を
主な目的として地域を訪れている人
約263万人、約5.6%

特定の生活行動や用務を
行っている人
約24万人、約0.5%

特定の地域と関わりのない人
約3409万人、約72.9%



その他地域居住者の日常生活圏、通勤圏以外の地域との関わりの状況
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その他地域における関係人口の存在

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和2年9月実施）、その他地域居住者（人数ベース）

〇その他地域に居住する約7.5万人に対してインターネットアン
ケートを実施（18歳以上の男女、74,252人が有効回答）
〇調査対象地域の18歳以上の人口（約5,937万人）に基づ
き、男女比率及び年齢構成（4年齢区分）を踏まえて母集団
拡大推計を実施

推計の概要

【関係人口（訪問系）】
日常生活圏、通勤圏、業務上の支社・営業所訪問等以外

に定期的・継続的に関わりがある地域があり、かつ、訪問してい
る人（単なる帰省などの地縁・血縁的な訪問者を除く）
＜大分類＞地域における過ごし方に応じて分類
【直接寄与型】
産業の創出、商店街の空き店舗有効活用の活動、朝市・マ

ルシェへの出店活動、ボランティア、地域資源・まちなみの保全
活動、まちおこし・むらおこしにつながるようなプロジェクトの企画・
運営、又は協力・支援等
【就労型（現地就労）】
地元の企業・事業所での労働（地域における副業）、農林

漁業への就業、農林漁業者へのサポート（援農等）
【就労型（テレワーク）】
本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）、訪

問地域外の業務や仕事（テレワーク/副業など）
【参加・交流型】
地域の人との交流やイベント、体験プログラム等に参加

【趣味・消費型】
地縁・血縁先以外で、地域での飲食や趣味活動等を実施

（他の活動をしていない）
【関係人口（非訪問系）】
ふるさと納税、クラウドファンディング、地場産品等購入、特定

の地域の仕事の請け負い、情報発信、オンライン活用

用語の定義

○ その他地域の18歳以上の居住者（約5,937万人）のうち、約16％（約966万人）が関係人口として、日常生活圏、
通勤圏等以外の特定の地域を訪問している。【新型コロナウイルス感染症拡大直前】

※ 四捨五入の関係上、合計が一致しない場合がある

関係人口（非訪問系）
約128万人、約2.2% 直接寄与型 約327万人、約5.5%

就労型（現地就労） 約60万人、約1.0%
参加・交流型 約217万人、約3.7%

就労型（テレワーク）
約94万人、約1.6%
趣味・消費型
約267万人、約4.5%
地縁・血縁先の訪問を
主な目的として地域を訪れている人
約258万人、約4.3%

特定の生活行動や
用務を行っている人
約29万人、約0.5%

特定の地域と関わりのない人
約4556万人、約76.7%



（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施）、首都圏都市部→その他地域、訪問地域数ベース

移住したい地域である 46% 53% 54% 55% 64%

移住したくない地域である 54% 47% 46% 45% 36%

移住したい地域である 51% 47% 61% 59% 61%

移住したくない地域である 49% 53% 39% 41% 39%

移住したい地域である 45% 60% 53% 54% 67%

移住したくない地域である 55% 40% 47% 46% 33%

移住したい地域である 44% 68% 52% 59% 67%

移住したくない地域である 56% 32% 48% 41% 33%

移住したい地域である 43% 48% 55% 55% 61%

移住したくない地域である 57% 52% 45% 45% 39%

移住したい地域である 40% 55% 49% 45% 60%

移住したくない地域である 60% 45% 51% 55% 40%

移住したい地域である 48% 52% 53% 59% 67%

移住したくない地域である 52% 48% 47% 41% 33%

移住したい地域である 39% 50% 55% 67% 52%

移住したくない地域である 61% 50% 45% 33% 48%

関わり先
（地域詳細）

＜移住希望の有無＞

関係人口（訪問系）

郊外部（郊外住宅地）

郊外部（周辺農林地等）

農山漁村部

その他

就労型
（現地就労）

直接寄与型

全体

市街地部
（商業集積地、オフィス街等）

市街地部（住宅地）

市街地部
（市街地内農林地等）

趣味・消費型
就労型

（テレワーク）
参加・交流型

○ 首都圏都市部からその他地域に関わりを持つ関係人口（訪問系）直接寄与型は、移住希望が他の関係人口の大分類
と比較して高く、関わり先の地域が「農山漁村部」、「市街地部（市街地内農林地等）」、「市街地部（住宅
地）」の人ほどその傾向が強い。

関係人口（訪問系）と移住の関係
ー 関わり先別・関係人口大分類別の移住希望（首都圏都市部→その他地域） ー

移住希望の有無（関わり先別・関係人口大分類別）



（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施）、首都圏都市部→その他地域、訪問地域数ベース

やりたい仕事・生きがい・趣味がある（自分や家族） 13% 15% 12% 15% 13%

住環境に魅力を感じる 33% 34% 35% 28% 25%

自然環境が豊かである 51% 43% 57% 37% 41%

魅力的な人がいる 13% 12% 15% 13% 17%

地域コミュニティやつながりに魅力を感じる 8% 15% 18% 18% 18%

子どもの教育や成長に好影響である 10% 12% 14% 12% 14%

実家・家業を継ぐ、介護など家庭の事情がある 5% 12% 14% 11% 11%

親族の近くに住むのが便利である 16% 19% 33% 24% 23%

生活費が安くなる 29% 25% 30% 25% 22%

都市機能が充実している 14% 17% 12% 11% 10%

通勤・通学に便利、進学・転職・起業などに有利である 4% 6% 4% 9% 8%

テレワーク／副業の制度が活用可能となったため 4% 8% 4% 9% 9%

人口密度が低く感染症リスクが低下するため 9% 14% 13% 12% 14%

その他 2% 1% 1% 0% 0%

＜「移住したい」と思う理由＞

関係人口（訪問系）

趣味・消費型
就労型

（テレワーク）
参加・交流型

就労型
（現地就労）

直接寄与型

○ 首都圏都市部からその他地域に関わりを持つ関係人口（訪問系）が関わりのある地域に移住したいと思う理由では、
「住環境の魅力」や「自然環境の豊かさ」が主な理由となっており、都市部では得難い地域資源に惹かれる人が多
い。

移住したいと思う理由（関係人口大分類別）

関係人口（訪問系）と移住の関係
ー 関係人口大分類別の移住したいと思う理由（首都圏都市部→その他地域） ー

複数回答可



0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%
地域の交流拠点などで創発されるプロジェクトやコミュニティへの主体的な参加

地域のまちおこし・むらおこしにつながるようなプロジェクトの企画・運営、又は協力・支援等
地域に新たな仕事（産業）を創出するなどの活動への参加

地域でのボランティアや共助活動への参加
農地、水路、森林等の地域資源の共同保全活動への参加

まちなみ保全などの共同活動への参加
地元の企業・事業所での労働（地域における副業）

農林漁業への就業
農林漁業者のサポート（援農等）

商店街の空き店舗有効活用に関する活動への参加
朝市・マルシェへの出店に関する活動への参加

地域の人との交流・コミュニケーションを楽しむ、人脈をつくる
祭りや地域体験プログラム等への参加

教養・学習の場への参加
地域ならではの飲食や買い物（地場産品の購入等）

自分の趣味や地域の環境を楽しむ活動
市民農園・農業体験農園への参加

自家消費農業等の取組
本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）

訪問地域外の業務や仕事（テレワーク／副業など）
自己の用務、生活行動等（日常的な買物、飲食、通院、生活サービス享受等）

墓参、家族・親族等の世話、面会、同窓会等
ふるさと納税によって、地域を継続的に応援

クラウドファンディングによって、地域を継続的に応援
地場産品等を購入することにより、地域を定期的・継続的に応援

遠隔で地域のためになる仕事を請け負い
SNS等で地域の情報発信を行い応援

オンライン（zoom、Slack等）を活用して、地域と継続的に関わっている
地域から応援・支援を受ける等の交流を行っている

地域において友人や知人との交流・コミュニケーションを楽しむ
特に何もしないで過ごす

力を入れていた活動は、最も力を入れていた活動のみである（２番目に力を入れていた活動はない）

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施） （関係人口（訪問系）、訪問地域数ベース）

関係人口（訪問系）直接寄与型の地域における過ごし方
ー 三大都市圏からその他地域への関わり ー

○ 三大都市圏からその他地域に関わりを持つ関係人口（訪問系）直接寄与型は、地域のまちおこし・むらおこしにつ
ながるようなプロジェクトの企画・運営、地域でのボランティアや共助活動への参加だけでなく、参加・交流的な
活動や趣味・消費的な活動にも参加している。

関係人口（訪問系）直接寄与型の地域における過ごし方 複数回答可

回答者総数：2,383人
訪問地域数：4,231地域
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地域の交流拠点などで創発されるプロジェクトやコミュニティへの主体的な参加

地域のまちおこし・むらおこしにつながるようなプロジェクトの企画・運営、又は協力・支援等
地域に新たな仕事（産業）を創出するなどの活動への参加

地域でのボランティアや共助活動への参加
農地、水路、森林等の地域資源の共同保全活動への参加

まちなみ保全などの共同活動への参加
地元の企業・事業所での労働（地域における副業）

農林漁業への就業
農林漁業者のサポート（援農等）

商店街の空き店舗有効活用に関する活動への参加
朝市・マルシェへの出店に関する活動への参加

地域の人との交流・コミュニケーションを楽しむ、人脈をつくる
祭りや地域体験プログラム等への参加

教養・学習の場への参加
地域ならではの飲食や買い物（地場産品の購入等）

自分の趣味や地域の環境を楽しむ活動
市民農園・農業体験農園への参加

自家消費農業等の取組
本業として普段行っている業務や仕事（テレワークなど）

訪問地域外の業務や仕事（テレワーク／副業など）
自己の用務、生活行動等（日常的な買物、飲食、通院、生活サービス享受等）

墓参、家族・親族等の世話、面会、同窓会等
ふるさと納税によって、地域を継続的に応援

クラウドファンディングによって、地域を継続的に応援
地場産品等を購入することにより、地域を定期的・継続的に応援

遠隔で地域のためになる仕事を請け負い
SNS等で地域の情報発信を行い応援

オンライン（zoom、Slack等）を活用して、地域と継続的に関わっている
地域から応援・支援を受ける等の交流を行っている

地域において友人や知人との交流・コミュニケーションを楽しむ
特に何もしないで過ごす

力を入れていた活動は、最も力を入れていた活動のみである（２番目に力を入れていた活動はない）

（出典）「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和２年９月実施） （関係人口（訪問系）、訪問地域数ベース）

関係人口（訪問系）直接寄与型の地域における過ごし方
ー その他地域から三大都市圏への関わり ー

関係人口（訪問系）直接寄与型の地域における過ごし方 複数回答可

回答者総数：920人
訪問地域数：1,953地域

○ その他地域から三大都市圏に関わりを持つ関係人口（訪問系）直接寄与型は、地域のまちおこし・むらおこしにつ
ながるようなプロジェクトの企画・運営、地域でのボランティアや共助活動への参加だけでなく、参加・交流的な
活動や趣味・消費的な活動にも参加している。


